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之
寺
。
法
師
与
猴
行
者
不
免
進
上
寺
門
歇
息
、
見
門
下
左
右 
金
剛
。
精
神
猛
烈
、
氣
象
生
獰
、
古
兒
楞
層
、
威
風
凜
冽
。
 
法
師
一
見
、
遍#
汗
流
、
寒
毛
卓
堅
。
猴
行
者
日
「
請
我
師 
入
寺
內
巡
賞
一
廻
ご 
遂
与
行
者
同
入
殿
内
、
寺
中
都
无
ー 
人
、
只
見
古
殿
巍
喪
、
芳
草
連
緜
ヽ
清
風
颯
颯
。
法
師
思
惟
、
 
此
中
得
恁
寂
寞
。
猴
行
者
知
師
意
思
、
乃
云
「
我
師
莫
訝
西 
路
寂
寞
。
此
中
別
是
一
天
。
前
去
路
途
、
尽
是
虎
狼&I
兎
之 
処
、
逢
人
不
語
、
万
種
牺
惶
。
此
去
人
煙
、
都
是
邪
法
。
」 
法
師
聞
語
、
冷
笑
低
頭
、
看
遍
周
回
、
相
邀
便
出
。
(
底
本
十
二
〜
十
三
頁
。
句
読
・
傍
線
等
は
筆
者
に
よ
る) 
恣
意
性
を
排
除
す
る
た
め
、
敢
え
て
当
該
部
分
の
太
田
辰
夫
訳 
を
引
用
す
る
。
【太
田
訳
】
 
は
る
ば
る
旅
を
か
さ
ね
ま
す
う
ち
、
香
山
と
い
う
山
に
つ 
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
千
年
千
眼
菩
薩
の
お
わ
し
ま
す
山
で
、
 
ま
た
文
殊
菩
薩
も
こ
こ
で
修
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
り
ま 
す
る
。
ふ
り
仰
げ
ば
寺
の
額
に
「
香
山
之
寺
」
と
し
て
あ
り
ま
す
。 
法
師
と
猴
行
者
が
山
門
を
く
ぐ
っ
て
一
息
つ
こ
う
と
し
ま
す 
と
、
ふ
と
入
口
の
両
側
に
あ
る
金
剛
が
眼
に
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
金
剛
、
猛
々
し
き
精
気
に
み
ち
あ
ふ
れ
、
顔
貌
ふ
る
め 
か
し
く
、
威
風
凛
々
と
し
て
お
り
ま
す
。
法
師
は
一
目
み
る 
よ
り
、
満
身
に
ゾ
ッ
と
冷
汗
を
流
し
、
身
の
毛
が
よ
だ
ち
ま 
し
た
。
猴
行
者
、
「
法
師
さ
ま
、
境
内
を
ひ
と
め
ぐ
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
」 
そ
こ
で
、
と
も
に
内
に
は
い
っ
て
み
ま
す
と
、
人
つ
子­
人
み
あ
た
り
ま
せ
ん
。
古
め
か
し
い
お
堂
が
そ
び
え
立
ち
、
 
香
し
い
草
が
一
面
に
生
い
茂
り
、
清
ら
か
な
風
が
そ
よ
そ 
よ
と
吹
く
ば
か
り
。
法
師
が
、
-
-
な
ん
と
し
て
こ
の
よ
う
に
寂
し
い
と
こ
ろ
な
の
で
あ 
ろ
う
。
と
思
っ
て
お
り
ま
す
と
、
行
者
は
そ
れ
に
気
が
つ
き
ま
し 
て
、
「
師
匠
、
西
天
へ
の
路
は
寂
し
い
ど
こ
ろ
の
話
で
は
ご
ざ 
り
ま
せ
ぬ
。
こ
こ
は
こ
れ
で
も
別
天
地
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
こ
の
先
に
ま
い
り
ま
す
と
、
そ
こ
に
は
虎
・
蛇
・
狼
・
兎 
な
ど
が
い
る
ば
か
り
で
、
話
を
す
る
人
も
な
く
、
そ
れ
は 
そ
れ
は
寂
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
さ
き
人
煙
の
あ
る
と 
こ
ろ
は
、
み
な
物
怪
の
す
み
か
で
ご
ざ
い
ま
す
」
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法
師
は
冷
や
か
に
一
笑
し
、
だ
ま
っ
て
う
つ
む
か
れ
ま 
し
た
。
そ
れ
か
ら
あ
た
り
を
見
廻
り
ま
し
て
一
行
は
出
発
と 
な
り
ま
す
。 
(
底
本
九
十
〜
九
十
一
頁
。
傍
線
は
筆
者) 
特
に
着
目
し
た
い
の
は
下
線
部
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
虎
狼
哋
兎 
之
処
」
は
「
そ
こ
に
は
虎
・
蛇
，
狼
・
兎
な
ど
が
い
る
ば
か
り
」 
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
直
後
に
あ
る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
動
物
は 
「
寂
し
い
と
こ
ろ
」
の
象
徴
で
あ
り
、
原
文
は
そ
れ
を
も
含
め
て 
「
万
種
牺
惶
」
と
表
現
し
て
い
る
。
「
万
種
」
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
、
 
「
牺
」
は
寂
し
さ
、
「
惶
」
は
怖
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り 
「
虎
狼
蠅
兎
之
処
」
は
猴
行
者
が
「
牺
惶
」
の
程
度
を
伝
え
る
た 
め
に
用
い
た
換
喩
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
動
物
を
列
挙
す 
る
こ
と
で
、
今
後
の
旅
程
で
通
る
地
域
が
、
香
山
寺
よ
り
も
更
に 
寂
し
く
て
怖
い
場
所
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
使
っ
た
表
(6) 
現
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
虎
・
蛇-
狼
・
兎
は
人
里
離
れ
た
荒
野
に
出
没
す
る
も 
の
で
あ
る
。
ま
た
虎
や
狼
は
人
を
襲
う
可
能
性
が
高
く
、
玄
奘
ー 
行
に
と
っ
て
は
当
然
怖
い
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
蛇
と
兎
は
ど 
う
で
あ
ろ
う
か
。
寂
し
い
と
こ
ろ
を
代
表
す
る
動
物
か
も
し
れ
な 
い
が
、
恐
れ
る
ほ
ど
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
次
節
で
は
『取
経
詩
話
』
に
お
け
る
蛇
と
兎
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 二
第
四
の
「
虫
」
字
に
つ
い
て 
第
四
で
は
前
節
で
引
用
し
た
箇
所
に
続
い
て
、
蛇
が
登
場
し
、
 
具
体
的
な
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
【原
文
】
前
行
百
里
、
猴
行
者
日
「
我
師
前
去
地
名
¢4
子
国
。
」
且
見 
大
她
小
蠅
、
交
雜
无
数
、
攘
乱
纷
ミ
。
盘
頭
高
丈
六
、
加 
炯
頭
高
ハ
尺
、
怒
眼
如
燈
、
張
牙
如
剣
、
氣
吐
火
光
。
法
師 
一
見
、
退
歩
驚
惶
。
猴
行
者
日
「
我
師
不
用
驚
惶
。
国
名
她 
子
、
有
此
衆
哋
、
虫
大
小
差
殊
、
且
縁
皆
有
佛
性
、
逢
人
不 
傷
、
見
人
不
害
。
」
法
師
日
「
若
然
如
此
、
皆
頼
小
師
威 
ヵ
。
」
進
歩
前
行
。
大
小
囂
見
法
師
七
人
前
来
、
韵
尽
 
皆
避
路
、
閉
目
低
頭
、
人
過
ー
无
所
傷
。
(
底
本
十
四
〜
十
五
頁
。
句
読
・
傍
線
等
は
筆
者) 
【太
田
訳
】
百
里
ほ
ど
ま
い
り
ま
す
る
と' 
猴
行
者
の
申
す
よ
う
、
 
「
師
匠' 
こ
れ
か
ら
蛇
の
国
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
」 
見
れ
ば
か
ぞ
え
き
れ
ぬ
ほ
ど
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
蛇
が
、
 
あ
た
り
一
面
に
う
ご
め
い
て
お
り
ま
す
。
大
き
な
の
は
頭
ま 
で
ー
丈
六
尺
、
小
さ
い
の
で
八
尺
で
、
眼
は
提
灯
の
ご
と
く
、
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牙
は
剣
の
ご
と
く
、
ロ
よ
り
は
火
の
光
を
吐
い
て
お
り
ま
す
。
 
法
師
、
見
る
よ
り
驚
い
て
と
び
さ
が
り
ま
し
た
。
猴
行
者
の 
申
す
よ
う
、
「
驚
か
れ
る
に
は
お
よ
び
ま
せ
ぬ
。
蛇
の
国
な
れ
ば
こ
そ
こ 
う
多
く
の
蛇
が
お
り
ま
す
る
が
、
大
き
い
の
も
小
さ
い
の
も 
み
な
仏
心
を
そ
な
え
て
お
り
ま
す
る
ゆ
え
、
人
に
か
み
つ 
い 
た
り
、
物
を
そ
こ
な
う
よ
う
な
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ぬ
」
法
師
、
「
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
万
事
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
る
」 
と
申
し
て
さ
き
へ
進
み
ま
す
。
大
小
の
蛇
は
、
法
師
ら
七
人
の
近
づ
く
の
を
見
る
や
、
お 
の
お
の
路
を
ひ
ら
い
て
目
を
つ
む
り
、
じ
っ
と
首
を
た
れ 
て
お
り
ま
す
。 
(
底
本
九
十
一
〜
九
十
二
頁) 
玄
奘
は
多
く
の
蛇
が
ひ
し
め
き
合
う
状
況
に
遭
遇
し
、
し
か
も 
そ
の
蛇
が
み
な
「
怒
眼
如
燈
、
張
牙
如
剣
、
氣
吐
火
光
」
で
あ
る 
た
め
、
思
わ
ず
「
退
歩
驚
惶
」
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら 
の
蛇
は
人
を
襲
わ
な
く
と
も
、
威
嚇
す
る
容
姿
を
備
え
て
い
る
。
 
し
か
も
そ
れ
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
れ
ば
、
玄
奘
を
驚
か
せ
怖 
が
ら
せ
る
の
に
充
分
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
前
半
部
に
お
い 
て
猴
行
者
が
虎
・
狼
と
並
ぶ
「
牺
惶
」
の
例
と
し
て
蛇
を
挙
げ
た 
の
は
偽
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
は
蠅
子
国
の
蛇
た
ち
は
「
佛
性
」
を
備
え
て
お
り
、
す
く
な
く
と
も
玄 
奘
一
行
に
対
し
て
は
従
順
で
あ
る
。
襲
う
ど
こ
ろ
か
行
く
道
を
開 
け
、
頭
を
下
げ
て
大
人
し
く
お
見
送
り
す
る
の
で
、
危
害
を
加
え 
る
心
配
は
な
い
が
、
同
じ
第
四
の
後
半
部
分
で
蛇
が
登
場
す
る
こ 
と
に
よ
り
、
猴
行
者
が
「
前
去
路
途
、
尽
是
虎
狼
哋
兎
之
処
」
と 
話
し
た
内
容
が
実
現
す
る
の
で
、
猴
行
者
の
言
う
こ
と
は
信
憑
性 
が
高
い
と
玄
奘(
し
い
て
は
読
者)
に
信
じ
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。
 
と
こ
ろ
で
こ
こ
で
気
に
な
る
の
が
傍
線
部
の
「
虫
」
字
で
あ
る
。 
太
田
訳
が
「
虫
」
字
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
か
は
明
確
で 
は
な
い
。
大
字
本
で
は
「
更
」
が
「
虽
」(
す
な
わ
ち
雖)
字
に
な 
っ
て
お
り
、
ま
た
同
じ
第
四
の
下
線
部
「
大
哋
」
「
小
哋
」
「
其 
蛇
」
、
さ
ら
に
「
過
長
坑
大
蛇
嶺
処
第
六
」
に
も
、
 
次
入
大
虐
領
、
目
見
剥
如
龍
、
亦
无
傷
人
之
性
。
(
底
本
二
十
頁
。
句
読
・
傍
線
は
筆
者) 
と
あ
る
よ
う
に
「
大
蛇
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。
蛇
に
「
哋
」 
「
蛇
」
両
方
の
表
記
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
固
有
名
詞
(
「
哋
子 
国
」
や
「
大
蛇
嶺
」)
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
を
除
け
ば
、
動
物
の 
蛇
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
場
合
は
二
文
字
で
表
現
す
る
の
が
『取 
経
詩
話
』
の
通
例
で
あ
る
。
ま
た
「
此
衆
」
を
指
示
代
名
詞
複
数 
形
と
し
て
用
い
る
例
が
『取
経
詩
話
』
中
に
は
見
え
な
い
。
し
た 
が
っ
て
「
有
此
衆
蠅
虫
大
小
差
殊
」
は
「
衆
蛇
」
と
考
え
、
「
更
」
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は
「
虽
」
字
の
誤
り
と
考1
る
。
こ
の
よ
う
に
『取
経
詩
話
』
の
、
 
特
に
「
虫
」
字
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
三
第
十
の
「
虫
」 
字
に
つ
い
て
一
節
で
挙
げ
た
第
四
の
「
虎
狼&
兎
」
と
類
似
す
る
例
に
、
 
『取
経
詩
話
』
第
十
の
「
虎
狼
虫
獣
」
が
あ
る
。
【原
文
】
 
僧
行
前
去
、
沐
浴
殷
勤
、
店
舍
稀
蹄
、
荒
郊
止
宿
。
虽
有
圍 
^
0
^
 
見
人
全
不
傷
残
。
(
底
本
三
十
ハ
頁
。
句
読
は
筆
者) 
【太
田
訳
】
一
行
は
、
さ
き
に
ま
い
り
ま
し
た
と
こ
ろ
で
、
ね
ん
ご
ろ 
に
ゆ
あ
み
を
し
、
身
を
き
よ
め
ま
し
た
。
そ
の
あ
た
り
は
家
ら
し
い
家
も
な
い
ま
ま
に
荒
野
に
野
宿 
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
虎
・
狼
，
虫
の 
類 
は
お
り
ま 
す
が
、
人
を
見
て
も
な
ん
の
害
も
い
た
し
ま
せ
ん
。
(
底
本
一
ニ
ニ
頁) 
こ
の
よ
う
に
「
虎
狼
虫
獣
」
を
「
虎
，
狼
，
虫
の
類
」
と
訳 
出
し
、
荒
野
に
生
き
る
代
表
的
な
三
種
の
生
物
と
し
て
列
挙
し
て 
い
る
。
虫
と
し
て
は
サ
ソ
リ
の
よ
う
な
毒
虫
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
 
い
ず
れ
も
人
に
危
害
を
加
え
る
生
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が'
前
節
で
挙
げ
た
蛇
同
様
、
玄
奘
一
行
に
対
し
て
は
大
人
し
い
。
っ 
ま
り
本
来
な
ら
ば
恐
ろ
し
い
生
物
が
従
順
で
あ
る
様
子
を
述
べ
る 
こ
と
に
よ
り
、
玄
奘
が
特
別
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
描 
写
で
あ
る
。
こ
う
し
た
類
型
、
す
な
わ
ち
聖
な
る
者
に
動
物
が
感 
化
さ
れ
る
話
は
、
仏
教
説
話
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
上
記
の
訳
文
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
太
田
氏
は
「
虫
」
字
は
当 
用
漢
字
の
虫
す
な
わ
ち
「
蟲
」
の
俗
字
と
捉
え
て
い
る
。
『宋
元 
以
來
俗
字
譜
』
(
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
一
九
三
〇
年)
で
も 
「
虫
」
字
を
「
蟲
」
の
俗
字
と
し
て
い
る(
七
十
頁)
。
潘
重
規 
『敦
煌
俗
字
譜
』
(
敦
煌
学
文
献
巻
第
二
冊
甘
粛
文
化
出
版
社
一
九
九 
九
年
所
収
本
を
用
い
る)
で
は
『宋
元
以
來
俗
字
譜
』
を
転
載
し
て 
多
く
を
語
ら
な
い
が
、
「
蟲
」
字
に
は
「
蟲
」
を
採
り
(
二
九
一 
頁)
、
「
虫
」
字
を
「
虫
」
の
俗
字
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
が
看
取 
さ
れ
る
(
二
八
ハ
頁
〇
「
虫
」
字
は
『説
文
』
に
よ
れ
ば
、
一
名
蝮
、
博
三
寸
、
首
大
如
擘
指
。
象
其
臥
形
。
物
之
微
細
。
 
或
行
或
飛
、
或
毛
或
嬴
、
或
介
或
鱗
。
以
虫
爲
象
。
凡
虫
之 
屬
皆
从
虫
。
(
段
玉
裁
『説
文
解
字
注
』
十
三
篇
上
。
句
読
は
筆
者) 
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
「
一
名
蝮
」
、
つ
ま
り
毒
蛇 
の
一
種
で
あ
る
。
段
注
で
は
「
今
本
虫
作
虺
」
「
許
偉
切
」(
日
本
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漢
字
音
で
は
キ)
と
し
、
「
虺
」(
音
キ)
の
古
字
で
あ
る
。 
宋
・
郭
忠
恕
撰
の
文
字
学
書
『佩
觴
』
に' 
よ
く
誤
用
さ
れ
る 
文
字
の
例
と
し
て
、
(
〇) 
蛇
虫
之
虫
爲
蟲
务
。 
(
序
十
二
葉
表) 
と
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
宋
代
に
は
「
虫
(
毒 
蛇)
」
が
「
蟲
(
毒
虫)
」
と
混
同
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て 
『宋
元
以
來
俗
字
譜
』
が
「
虫
」
字
を
「
蟲
」
の
俗
字
と
み
な
す 
の
も
、
一
概
に
誤
り
と
は
言
い
切
れ
ず
、
『取
経
詩
話
』
第
十
に 
見
え
る
「
虎
狼
虫
獣
」
の
「
虫
」
は
「
虫
(
毒
蛇)
」
あ
る
い
は 
「
蟲
(
毒
虫)
」
の
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。
四 
兎
と
「
虫
」
「
虫
」
「
虺
」
「
蟲
」
に
つ
い
て 
本
節
で
は
『取
経
詩
話
』
第
四
「
虎
狼
哋
兎
」
の
「
兎
」
つ
ま 
り
兎
の
方
を
見
て
い
く
。
兎
は
「
虎
・
蛇
，
狼
」
と
並
ぶ
有
害
生 
物
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『取 
経
詩
話
』
の
他
の
箇
所
に
兎
は
出
現
し
な
い
が
、
上
で
も
挙
げ
た 
『敦
煌
俗
字
譜
』
(
二
八
ハ
頁)
に
は
「
虫
」
字
の
俗
字
に
「
虫
」 
(
敦
煌
秘
籍
留
真
新
編
十
八
巻
二
十
六
頁
の
例)
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
 
書
写
の
際
に
兎
と
混
同
さ
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
例
も
あ
る
。
 
そ
も
そ
も
兎
が
有
害
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
、
当
時
の 
『取
経
詩
話
』
の
読
者
が
共
有
で
き
る
の
か
ど
う
か
を
見
る
た
め
に
、
主
と
し
て
玄
奘
に
関
わ
る
文
献(
『大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師 
伝
』(
以
下
、
『慈
恩
伝
』)
-
『大
唐
西
域
記
』
・
『続
高
僧
伝
』
釈
玄
奘
伝) 
を
中
心
に
兎
の
イ
メ
ー
ジ
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
『大
唐
西 
域
記
』
第
七
に
「
狐
兎8
」
の
故
事
が
見
え
る
。
【原
文
】
烈
士
池
西
有
三
獸
窣
堵
波
、
是
如
來
修
菩
薩
行
時
、
燒
身
之 
處
。
劫
初
時
於
此
林
野
、
有
狐
兎
緩
、
異
類
相
悦
。
時
天
帝 
釋
欲
驗
修
菩
薩
行
者
、
降
靈
應
化
爲
一
老
夫
、
謂
三
獸
日 
「
二
三
子
善
安
隱
乎
、
無
驚
懼
耶
。
」
日
「
渉
豐
草
遊
茂 
林
。
」
異
類
同
歡
、
既
安
且
樂
。
老
夫
日
「
聞
二
三
子
、
情 
厚
意
密
、
忘
其
老
弊
、
故
此
遠
尋
。
今
正
飢
乏
、
何
以
饋 
食
。
」
日
「
幸
少
留
此
、
我
躬
馳
訪
。
」
於
是
同
心
虚
己
、
分 
路
營
求
。
狐
沿
水
濱
、
銜
一
鮮
鯉
、
獲
於
林
樹
、
採
異
華
菓
、
 
俱
來
至
止
同
進
老
夫
。
唯
兎
空
還
、
遊
躍
左
右
。
老
夫
謂
日 
「
以
吾
觀
之
、
爾
曹
未
和
。8
狐
同
志
、
各
能
役
心
。
唯
兎 
空
返
、
獨
無
相
饋
。
以
此
言
之
、
誠
可
知
也
。
」
兎
聞
譏
議
、
 
謂
狐
緩
日
「
多
聚
樵
蘇
、
方
有
所
作
。
」
狐
緩
競
馳
、
銜
草 
曳
木
、
既
已
蘊
崇
、
猛
焰
將
熾
。
兎
日
「
仁
者
、
我
身
卑
劣
、
 
所
求
難
遂
、
敢
以
微
躬
、
充
此
一
餐
。
」
辭
畢
入
火
、
尋
即 
致
死
。
是
時
老
夫
復
帝
釋
身
、
除
燼
收
骸
、
傷
歎
良
久
。
謂 
狐
緩
日
「
一
何
至
此
。
吾
感
其
心
、
不
泯
其
迹
。
寄
之
月
輪
、
149
傳
乎
後
世
。
」
故
彼
咸
言
、
月
中
之
兎
、
自
斯
而
有
、
後
人 
於
此
、
建
窣
堵
波
。
(
大
正
蔵
巻
五
十
一
九
〇
七
し
。
句
読
等
は
筆
者) 
【和
訳
】
烈
士
池
の
西
に
三
獣
の
卒
塔
婆
が
あ
り
、
そ
こ
は
如
來
が
菩 
薩
修
行
を
し
て
い
た
時
に
、
身
を
焼
い
た
場
所
で
あ
る
。
こ 
の
世
の
始
め
、
こ
の
野
山
に
狐
・
兎
，
獲
の
三
獣
が
仲
良
く 
暮
ら
し
て
い
た
。
天
帝
釈
は
菩
薩
修
行
を
す
る
者
を
試
そ
う 
と
老
夫
に
化
身
し
、
三
獣
に
言
っ
た
「
お
ま
え
た
ち
安
心
せ 
よ' 
驚
か
な
く
て
良
い
。
」
そ
し
て
ま
た
「
野
を
駆
け
林
に 
遊
ぶ
が
良
い
。
」
と
。
動
物
は
喜
び' 
安
心
し
て
楽
し
ん
だ
。
 
老
夫
は
「
聞
い
て
く
れ
、
優
し
い
者
た
ち
よ
、
・
私
は
老
い
た 
こ
と
も
忘
れ
、
こ
ん
な
に
遠
く
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
。
お
腹 
が
空
い
た
の
で
、
何
か
食
べ
物
を
く
れ
な
い
か
。
」
と
。
「
少 
し
お
待
ち
下
さ
い
、
取
っ
て
参
り
ま
す
。
」
そ
う
三
獣
は
言 
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
食
物
を
探
し
に
行
っ
た
。
狐
は
川
辺
に
行 
き
一
匹
の
鯉
を
銜
え
、
獲
は
林
で
珍
し
い
果
物
を
取
っ
て
き 
て
、
揃
っ
て
老
夫
に
差
し
出
し
た
。
兎
の
み
宙
返
り
し
た
り
、
 
あ
ち
こ
ち
飛
び
跳
ね
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
老
夫
は
言
っ
た 
「
見
た
と
こ
ろ
お
ま
え
た
ち
は
一
様
で
は
な
い
。
獲
と
狐
は 
そ
れ
ぞ
れ
心
遣
い
が
あ
っ
た
が
、
兎
だ
け
は
飛
び
跳
ね
る
の
み
で
何
も
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
で
あ
ろ 
う
。
」
と
。
兎
は
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
狐
と
獲
に
「
た
く 
さ
ん
薪
を
集
め
て
お
く
れ
、
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
。
」 
と
言
っ
た
。
狐
と
獲
は
駆
け
回
り
、
草
木
を
加
え
て
積
み
上 
げ
、
薪
に
火
を
点
け
た
。
兎
は
「
私
は
卑
し
く
、
何
も
出
来 
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
身
を
一
食
に
捧
げ
ま
す
。
」
言
い
終
え 
る
と
火
の
中
へ
飛
び
込
み
死
ん
だ
。
老
夫
は
帝
釈
の
姿
に
戻 
り
、
亡
骸
を
収
め
る
と
永
ら
く
哀
し
ん
だ
。
そ
し
て
狐
と
獲 
に
言
っ
た
「
こ
ん
な
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。
そ
の
心
に
感
じ 
入
り
、
兎
の
こ
と
を
忘
れ
ま
い
。
こ
の
亡
骸
を
月
に
寄
せ
、
 
後
世
に
伝
え
よ
う
。
」
と
。
こ
れ
が
月
中
の
兎
の
お
話
で
、
 
後
世
の
人
が
こ
こ
に
卒
塔
婆
を
建
て
た
の
で
あ
る
。
 
月
兎
の
由
来
と
し
て
日
本
で
も
有
名
な
話
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え 
る
兎
は
無
力
だ
が
純
真
な
動
物
で
あ
る
。
同
じ
『大
唐
西
域
記
』
 
の
中
に
は
、
巻
二
に
「
兎
毫
」(
大
正
蔵
巻
五
十
一
ハ
七
五
こ- 
巻
二
に
迦
膩
色
迦
王
が
見
た
「
白
兎
」(
大
正
蔵
巻
五
十
一
ハ
七 
九
こ
-
巻
六
に
「
蹇
兎
」(
大
正
蔵
巻
五
十
一
九
〇
四9
の
語 
が
見
え' 
兎
が
西
域
に
も
い
る
動
物
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
だ
け 
で
、
こ
れ
ら
の
兎
に
何
ら
か
の
「
牺
惶
」
で
あ
る
特
徴
—
人
を 
驚
か
せ
た
り
害
を
与
え
る
な
ど
も
含
む-
-
を
見
出
す
こ
と
は
で
150
き
な
い
。
『慈
恩
伝
』
に
見
え
る
兎
も
月
兎
で
あ
り
、
ま
た
『続 
高
僧
伝
』
釈
玄
奘
伝
に
は
兎
そ
の
も
の
が
出
現
し
な
い
。
つ
ま
り 
『取
経
詩
話
』
だ
け
で
は
な
く'
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
玄
奘
を
め 
ぐ
る
初
期
文
献
に
お
い
て
も
、
 
兎
が
有
害
で
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
も 
つ
要
素
は
確
認
で
き
な
い
。
さ
ら
に
視
野
を
漢
訳
仏
典
に
拡
げ
、
今
度
は
「
哋
兎
」
「
哋
虫
」 
「
蠅
虫
」
「
哋
虺
」
「
哋
蟲
」
「
蛇
兎
」
「
蛇
虫
」
「
蛇
虫
」
「
蛇
虺
」 
「
蛇
蟲
」
と
、
様
々
に
組
み
合
わ
せ
た
語
で
大
正
蔵
デ
ー
タ
ベ
一 
ス
を
各
々
検
索
す
る
と
、
「
蠅
兎
」
「
蠅
虫
」
「
蠅
虫
」
「
蠅
蟲
」 
「
蛇
兎
」
「
蛇
虫
」
は
見
当
た
ら
な
い
が'
「
哋
虺
」
四
例
(
う
ち 
三
例
は
慧
琳
音
義)
、
「
蛇
虫
」
六
例
(
う
ち
一
例
は
慧
琳
音
義)
、
「
蛇 
蟲
」
二
十
二
例
、
「
蛇
虺
」
七
十
三
例
(
う
ち
三
例
は
慧
琳
音
義
、
 
さ
ら
に
う
ち
「虎
狼
蛇
虺
」
が
一
例
、
「虎
狼
蛇
虺
毒
蟲
」
が
二
例)
で 
あ
る
。
こ
の
ほ
か
「
蛇
獣
」
が
三
例
、
「
虎
狼
虫
獣
」
が
二
例
、
 
「
虎
狼
蟲
獣
」
が
七
例
あ
る
。
「
虺
獣
」
の
例
は
見
え
な
い
。
 
仮
に
「
蟲
」
を
「
蝎
」
と
考
え
て
検
索
す
る
と
、
「
蛇
蝎
」
は 
八
十
一
例
に
も
の
ぼ
り
、
「
師
子
虎
狼
蛇
蝎
」
も
一
例
確
認
で
き 
る
。以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
第
四
に
見
え
る
「
虎
狼
哋
兎
」 
の
「
兎
」
は
兎
で
は
な
く
「
虫
」
の
誤
字
で
あ
ろ
う
。
第
十
の
「
虎
狼
虫
獣
」
の
「
虫
」
字
の
方
は
、
漢
訳
仏
典
で
の
用
例
か
ら
「
蟲
」
の
俗
字
「
虫
(
毒
虫)
」
と
考
え
た
方
が
よ
さ 
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
「
虎
狼
¢6
兎
」
の
「
兎
」(
す 
な
わ
ち
「
萸
匕
も
「
虫
(
毒
虫)
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
し 
て
そ
れ
は
具
体
的
に
は
「
蝎
」
で
あ
ろ
う
。
五
結
語
『大
唐
西
域
記
』
巻
一
に
は
、
薬
叉
神
が
変
身
し
、
獅
子
と
な 
り
蟒
蛇
猛
獸
毒
虫
と
な
り
、
人
を
寄
せ
付
け
な
い
様
子
が
描
か
れ
(
14)
て
い
る
。
さ
ら
に
『大
唐
西
域
記
』
巻
十
に
は
、
山
神
が
姿
を
か 
え
て
、
豺
狼
に
な
り
獲
狄
に
な
っ
て
旅
人
を
脅
か
す
た
め
僧
が
居
(
15) 
な
く
な
り
、
寺
が
荒
廃
し
た
と
い
う
話
が
見
え
る
。
仏
典
中
に
は 
神
が
変
化
す
る
話
は
多
く
、
ま
た
『菩
薩
本
縁
経
』
(
大
正
蔵
巻 
三)
に
も
菩
薩
が
昔
、
兎
身
で
あ
っ
た
話
も
見
え
る
。
『取
経
詩 
話
』
「
虎
狼
哋
兎
」
や
「
虎
狼
虫
獣
」
も
化
身
で
あ
る
可
能
性
は 
高
い
。
天
竺
へ
の
長
い
道
程
で
玄
奘
一
行
の
心
を
試
す
た
め
に
、
 
化
身
の
姿
で
現
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
た
だ
し
兎
身
で
飛
び
出
し 
て
も
せ
い
ぜ
い
一
瞬
驚
か
せ
る
ぐ
ら
い
で
、
一
行
を
脅
か
す
ほ
ど 
に
は
な
ら
な
い
。
『取
経
詩
話
』
に
見
え
る
「
虫
」
「
兎
」
に
は
注 
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
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補
註
(1) 
太
田
辰
夫
は
南
宋
成
立
説
を
否
定
し
な
い
も
の
の
、
原
型
は
五 
代
北
宋
の
頃
に
ほ
ぼ
成
立
し
て
い
た
と
推
定
す
る
。
(
2
)
 
太
田
辰
夫
訳
・
磯
部
彰
解
題
、
汲
古
書
院
平
成
九
年
十
月
。
(3) 
古
本
小
説
集
成
所
収
『大
唐
三
蔵
取
経
詩
話
』(
上
海
古
籍
出 
版
社
一
九
九
〇
年)
附
載
の
テ
ク
ス
ト
を
用
い
、
文
字
の
判
別
が 
難
し
い
部
分
は
魯
迅
輯
校
古
籍
手
稿
本(
上
海
古
籍
出
版
社
一
九 
九
一
年)
も
参
照
し
た
。
(
4
)
 
劉
堅
，
蔣
紹
愚
主
編
、
商
務
印
書
館
一
九
九
二
年
。
(
5
)
 
李
時
人
・
蔡
鏡
浩
校
注
、
中
華
書
局
一
九
九
七
年
。
(6) 
宋
代
に
は
す
で
に
「虎
狼
」
は
二
文
字
の
熟
語
と
し
て
、
人
間 
の
残
忍
な
性
格
を
示
す
語
と
し
て
定
着
し
て
お
り(
「
彼
虎
狼
也
、
 
見
我
在
子
之
側
、
殺
我
無
日
矣
」(
『左
伝
』
哀
公
六
年)
、
「樊
噜 
日
、
臣
死
且
不
避
、
卮
酒
安
足
辭
。
夫
秦
王
有
虎
狼
之
心
、
殺
人 
如
不
能
舉
、
刑
人
如
恐
不
勝
、
天
下
皆
叛
之
」
二
史
記
』
項
羽
本 
紀)
な
ど)
、
そ
れ
の
み
で
受
け
手(
具
体
的
に
は
玄
奘)
に
「怖
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
語
で
あ 
る
が
、
本
稿
で
は
熟
語
と
し
て
は
採
ら
な
い
。
な
お
、
太
田
訳
が 
「虎
狼
蠅
兎
」
を
「
虎
・
蛇-
狼
，
兎
」
と
訳
出
し
、
「虎
」
と 
「狼
」
の
間
に
敢
え
て
「蛇
」
を
入
れ
る
の
は
、
「
虎
狼
」
と
熟 
し
た
言
葉(
当
然
そ
こ
に
は
派
生
し
た
意
味
も
含
ま
れ
る)
と
し 
て
は
捉
え
な
い
態
度
を
示
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
(
7
)
 
磯
部
彰
は
こ
の
仏
心
を
備
え
た
蛇
の
話
は
「
『大
唐
西
域
記
』
 
に
紹
介
さ
れ
る
如
来
が
化
身
し
た
蘇
摩
蛇
説
話(
巻
三)
を
連
想 
さ
せ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る(
底
本
ニ
ー
〇
頁)
。
(
8
)
 
『取
経
詩
話
』
に
お
い
て
「
此
」
一
字
で
指
示
代
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
例
は
多
い
。
(
9
)
 
福
満
正
博
「
中
国
近
世
戯
曲
小
説
中
の
異
体
字
研
究(
四) 
!
『大
唐
三
蔵
取
経
記
』!
」(
明
治
大
学
経
済
学
部
紀
要
『人
文
科
学
論
集
』
第
五
十
七
輯
二
〇
一
ー
年
三
月)
も
同
様 
の
見
解
で
あ
る
。
校
注
本(
十
二
頁
の
注
十)
お
よ
び
底
本
第
三 
章
「
『大
唐
三
蔵
取
経
詩
話
』
の
書
誌
」
表I
で
は
「
至
」
と
は 
み
な
さ
な
い(
ニ
ニ
〇
頁)
。
(
10) 
『國
家
圖
書
館
藏
稀
見
字
書
四
種
』
所
収
本(
中
華
書
局
二
〇
一
五
年)
二
〇
一
頁
。
(
11) 
8
人
丁2
0
1
8
 
を
利
用
。
(
12) 
「
蛇
兎
」
は
一
例
の
み
偈
の
中
に
見
え
る
が
、
句
が
異
な
る
た 
め
並
列
と
は
い
え
な
い
。
(
13) 
『佛
説
大
摩
里
支
菩
薩
経
』
巻
四
「
乃
至
軍
陣
器
仗
刀
劍
之
類
、
 
無
所
傷
害
。
火
不
能
燒
、
水
不
能
漂
。
乃
至
師
子
虎
狼
蛇
蝎
諸
毒
、
 
皆
不
能
害
。
」(
大
正
蔵
巻
一
ー
十
一
二
七
五
。
〜
二
七
六
？
。
(
14) 
此
藥
叉
神
變
現
異
形
、
或
作
師
子
、
或
作
蟒
蛇
猛
獸
毒
虫
、
殊 
形
震
怒
。
以
故
無
人
敢
得
攻
發
。(
大
正
蔵
巻
五
十
一
ハ
七
四 
3
(
15) 
自
百
餘
年
無
復
僧
侶
、
而
山
神
易
形
、
或
作
豺
狼
、
或
爲
緩
狄
、
 
驚
恐
行
人
。
以
故
空
荒
、
閱
無
僧
衆
。(
大
正
蔵
巻
五
十
一
九 
三
十2
水
仏
典
に
お
け
る
兎
の
逸
話
に
つ
い
て
は
、
織
田
顕
祐
教
授
に
御
教 
示
賜
っ
た
。
心
か
ら
謝
意
を
表
し
た
い
。
(
本
学
教
授)
152
